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平成　　年度研究計画書
No.1

	国際文化学研究科
	修士課程
	　　　　　　　　　　年

	学籍番号
	
	氏 名
	

	研究課題名
	

	研究の目的
	

	研究の背景
・動機
	

	研究の特色
・意義
	


No.2
	研究の計画
・方法
	

	学会報告・作品発表等の予定
	


	研究指導計画
	

	1年
	指導教員
	            印
	担当教員
	            印
	
	             

	  2年
	主査
	　　　　　　  印
	副査
	              印
	副査
	                 印


研究計画書作成と提出上の注意

· 学会報告等の予定までは、院生本人が教員と相談し、指導を受けてから記入してください。
· 研究指導計画は、院生の記載内容を踏まえて指導(担当)教員または主査が記入し、副査の同意を得てください。教員全員の押印が必要です。
· 全ての項目について、定められた枠内に記入してください。文字の大きさや行数は自由ですが、枠の区切り線の位置は変更しないでください。
· No.1とNo.2の2頁をA4サイズに両面印刷してください。
· 原本は期限内に大学院事務に提出し、コピーを教員全員と院生とで保管してください。

研究計画書記入上の注意（院生の方へ）

· 「研究の目的」には、①本研究全体で何を明らかにしようとしているのか、②本年度中に何を明らかにしようとしているのかについて記述してください。何を達成しようとしているのか、という内容でもかまいません。明瞭簡潔で具体的な目標を設定することが重要です。
· 「研究の背景・動機」には、①本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、②着想に至った経緯や動機、③院生自身のこれまでの研究成果を踏まえ、発展させる場合にはその内容についても記述してください。関連する国内外の研究動向は、本研究課題が未だに解明・解決されていない内容であることを示す上で重要です。

· 「研究の特色・意義」には、①本研究の学術的な特色・独創的な点、②予想される結果と意義、③研究の発展性等について記述してください。本研究が計画通りに達成されて得られる結果は、どれほど学術的あるいは社会的に役に立つのかを示してください。

· 「研究の計画・方法」には、①研究目的を達成するための具体的な研究計画および方法、②スケジュール（計画の各項目をいつまでに達成する見込みなのか）について記述してください。本研究全体ではなく、本年度中の計画を明瞭簡潔に示してください。前頁に記した本年度中の目標を達成するために必要十分な計画を練ってください。具体的で、目標達成に繋がる計画であることが重要です。実現可能な計画・方法でないと意味がありませんので、適宜教員に相談することも大切です。

· 「学会報告・作品発表等の予定」には、本年度中に本研究に関する学会発表作品発表等の目標があれば、その学会名・展示会名や時期等について記述してください。

